
来たるべき大地震に備えて 

忘れられた被災地に 
ならないために 
～被災地取材で感じた 

震災の教訓～ 

カメライターかさこ 
1 



2 

３つのポイント 
①津波 
②支援 
③放射能 
 



教訓① 
津波は他人事ではない 

3 
（14ｍの津波が来るといわれる神奈川県鎌倉市） 



（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市門脇町・南浜町） 
4 



5 

想定外の大津波は東北だけ？ 
2003年中央防災会議（内閣府） 
東海・東南海・南海地震の津波高 

 

東京1.6ｍ 
大阪3.2ｍ 
福岡2.7ｍ 
大分5.9ｍ 
宮崎5.7ｍ 
鹿児島4.0ｍ 



6 

2012年に津波予想見直し
2012年3月 内閣府 

南海トラフの巨大地震モデル検討会 
 

東京1.6ｍ→2.3ｍ 
大阪3.2ｍ→4.0ｍ 
福岡2.7ｍ→3.4ｍ 

大分5.9ｍ→14.4ｍ 
宮崎5.7ｍ→15.8ｍ 
鹿児島4.0ｍ→12.9ｍ 



7 

宮崎市5.5m→14.8m 延岡市5.7m→15.0m 
日南市4.6m→14.1m 日向市4.8m→14.8m 

マンション５階
建ての高さの
津波！ 



8 



9 



10 （撮影：2011.4.20 宮城県石巻市門脇町・南浜町） 



11 高台との比較（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



12 壊滅した町のすぐそばの高台（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



13 



14 （撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



15 海そばでなくてもこの被害（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



（撮影：2011.10.9 宮城県石巻市大川小学校） 16 

108人中84人が亡くなった東日本大震災最大の悲劇の一つ 



17 



18 

石巻雄勝病院には高さ20ｍの津波が襲い、 
屋上に逃げた患者40人および医師・看護婦24人死亡。 
生存者は裏山の高台に逃げた人などたった6人のみ。 

（撮影：2011.10.9 宮城県石巻市雄勝町） 



19 



東日本大震災の教訓① 
①高台は無事。 
とにかく高いところに逃げる 
 

②川のそばも危ない 
 

③地下街や地下鉄は要注意 

20 



21 

教訓② 
忘れられた被災地に 

ならないための情報発信 
（支援が遅れた福島県いわき市久之浜） 



22 
（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 



一晩泊まっただけでもかなりしんどい。 
（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 23 



24 

避難所の待遇格差 
↓ 

被害が広範囲で手が回らない 
支援が大きな町に集中 

↓ 

支援がこない 
忘れられた被災地も 



25 

忘れられた被災地 
（撮影：2011.5.7 長野県栄村） 



26 

2011.3.12に 
長野県栄村で 
震度6の地震 

↓ 

村の90％、 
2000人が避難 

↓ 

土砂崩れにより孤立 
↓ 

報道や支援は 
東北沿岸部ばかり 

↓ 

支援が来ない！ 



27 （撮影：2011.5.7 長野県栄村） 



28 （撮影：2011.5.7 長野県栄村） 



29 （撮影：2011.5.7 長野県栄村） 



30 

市内でも 
端の方は後回し 

福島県いわき市の場合 



31 
ラクガキではない（撮影：2011.8.7 福島県いわき市久之浜） 



32 

人口100人、見捨てられた離島の奇跡 

宮城県石巻市田代島の例 



33 

田代島 
・人口100人 
・高齢化率82％ 
 
震災被害 
・家屋倒壊はわずか 

・主力産業の漁業関連施
設や道具が被害に 
↓ 
被害総額1億5000万円！ 



34 
「にゃんこザプロジェクト」で3カ月で1億5000万円調達！ 



35 

災害後に 
生き延びるためには・・・ 

↓ 
被災者自らが 

率先して情報発信し、 
支援を求める必要 



被災地から約1600ｋｍ。 
宮崎から風呂を作って支援に訪れた人も。 

しかし被災地では支援不要と何度も断られた。 
（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 36 



37 

福島いわき市の避難所を仕切っていたのは東京のボランティア。 
地元自治体職員はあてにならず 



長崎の職員が大活躍（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 
38 



首都圏でパンが品切れ続出の３月（写真右）に、 
福島いわき市の避難所では、食べきれない量のパンが（写真左）。 

（撮影：2011.3.30 福島県いわき市の避難所） 
39 



40 

あったかいものがうまい（ボランティアによる炊き出し） 
撮影：2011.5.15 福島県いわき市 



41 
石原軍団による炊き出し（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



42 
津波被災地そばのコンビニ（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



43 

mixiコミュニティ：東日本大震災＠いわき市生活情報 

情報ボランティアの重要性 



44 

東日本大震災の教訓② 
①被災者自ら情報発信し、 
支援を求めることが必要 
※自治体がボランティアを断ってしまうことも 
 

②自治体はあてにならない 
 

③生活情報をネットなどを使って入手 



45 

教訓③ 
目に見えない放射能から 

身を守るために 



46 

3/13日本の原子炉は 
メルトダウンの可能性 

3/11チェルノブイリより最悪。 
原発事故により被害拡大 

2011年3月、震災直後に、 
外国人の知人がフェイスブックに投稿していたニュースサイト 



47 
ドイツ気象庁の放射能物質拡散予測予報（2011年7月） 



48 

「風評被害を助長」「売れるために恐怖心を煽りすぎ」と 
大ブーイングを浴びたAERA（2011年3月19日発売号） 



49 

VS 

絶賛された「日本を信じよう」。 
でもこの時、「日本」を信じてはいけなかった。 



50 

放射能の恐ろしさ 
↓ 
原発との距離に 
比例しない！ 
 
汚染のため 
帰れなくなった 
“死の町”地図 



51 

0.20～0.30 

2.00～15.00 0.80～1.00 
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0.20～0.30 

原発 
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見えない恐怖の放射能。 
ガイガーカウンターがなければ、危険かまったくわからない。 

（撮影：2011.7.23 福島県飯館村） 
52 



53 

福島第一原発から50ｋｍ、 
飯館村の大気の線量 
2.00～3.50 
マイクロシーベルト／時 
（2011年7月） 

福島第一原発から50ｋｍ、 
飯館村の草むらの線量 
10.00～15.00 
マイクロシーベルト／時 
（2011年7月） 



54 

津波や地震被害がなくても家に帰れない。 
（撮影：2012.3.31 原発20キロ圏内 福島県双葉町） 



55 

1年前のままのコンビニ。「1週間ぐらいで帰ってこれると思った」 
（撮影：2012.3.31 原発20キロ圏内 福島県浪江町） 



震災から４カ月目でもこの生活 
（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 

56 



57 九州・四国の原発と100キロ圏内 

・愛媛県 
伊方原発 
 

・佐賀県 
玄海原発 
 

・鹿児島県 
川内原発 

九州で原発
事故が起き
れば、九州
全体が「風評
被害」に 



58 全国の原発と200キロ圏内 



59 

東日本大震災の教訓③ 
①日本の大手メディアだけを信じず、
ネットや海外情報にも目を配る。 
 

②見えない放射能への対策必要。 
 

③原発から遠い＝安全ではない。
放射能は距離に比例しない。 



60 

講演のまとめ 
①津波は東北だけの問題ではない。で
きるだけ高いところに逃げる意識を。 
 

②避難所生活の改善のためには、自ら
情報発信し、ボランティアを呼び込む。 
 

③原発から遠い＝安全ではない。九州
全体が「風評被害」になる恐れも。有事
こそ情報が大事。 



61 

東日本大震災を教訓に 
来たるべき大地震に備えれば 
被害を最小限にすることも 

↓ 

防災より減災 
自然災害は防げないが 
二次災害、三次災害や 

人災は防げる 
 



62 

ご清聴ありがとうございました。 
 

詳しくは 
書籍「検証・新ボランティア元年」 
 

または 
 

ホームページ「かさこワールド」 
http://www.kasako.com 
をご覧ください。 
 
 


